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山梨県水産技術センター忍野支所（以下，当支所）ではこれまでに付加価値の高い新たな地域特産魚としてニ

ジマス Oncorhynchus mykiss 雌とマスノスケ O. tshawytscha 偽雄を交配した全雌異質三倍体魚（以下，富士の介）

を作出し，成長等の特性を調べてきた 1-8)。さらに，2017 年及び 2018 年の秋には実際の養殖現場における飼育特

性を評価するための現地実証試験として，県内の養殖業者 7 経営体に対し富士の介の発眼卵を配布した。  

一方，サケ科魚類の魚病においては，特に伝染性㐀血器壊死症（IHN）による被害が甚大であり，経営者に多

大な損失を招くなど防疫上の課題となっている 9-11)。これを受け，前報 12)においては富士の介の IHN ウイルス

（IHNV）に対する感受性についてニジマス及びマスノスケと比較し，富士の介はニジマスよりも IHN に対する

抗病性が優れた種苗である可能性が示唆された。 

本試験では富士の介の IHNに対する抗病性に関してさらに知見を深めるため，前報 12)とは異なる2株を使用し，

それぞれの感受性についてニジマス及びマスノスケと比較したので結果を報告する。 

 

材料及び方法 

供試ウイルス 

当県の民間養魚場で飼育されていたヤマメ（平均体重 7.1 g）から 2016 年 6 月に分離した YFTV1607 株（実験

Ⅰとする）及び，同じく当県の民間養魚場で飼育されていたニジマス（平均体重 9.3 g）から 2016 年 5 月に分離

した YFTV1603 株（実験Ⅱとする）を使用した。それぞれの株において攻撃実験に用いるウイルス液を作製す

るため，EPC 細胞を 175 cm2プラスチックフラスコにて 20 ℃で培養後，供試ウイルスを接種し，その後 15 ℃

で培養した。そして細胞変性（以下，CPE）が細胞全体に広がったところでフラスコごと-80 ℃で凍結し，その

後急㏿解凍したものを試験に供した。なお，試験供試前にEPC 細胞を用いて各ウイルス液の力価を TCID50法に

より測定した。 

 

供試魚 

当支所で 2018 年 10 月に作出し，それぞれ FRP 製の餌付け水槽で飼育された富士の介，全雌ニジマス 3n 及び

全雌マスノスケ 3n を用いた。これらの三倍体魚の作出法については既報に準じた 1,3)。 

実験Ⅰにおいては2019年4月3日に各魚種の供試魚を選別した。体重はニジマス及びマスノスケが2.7±0.1 g，

富士の介が 2.7±0.2 g（平均±標準偏差，以下，平均±SD）だった。また，実験Ⅱにおいては 2019 年 5 月 17 日に

各魚種の供試魚を選別した。体重は 3 魚種ともに 4.0±0.2 g（平均±SD）だった。なお，各供試魚選別前の約 1

週間は 3 魚種の給餌率を合わせた。 

   

試験方法 

ウイルス攻撃は，初めに供試魚を 5.4 %の塩水に 2 分間浸漬し，続いてウイルス原液を懸濁させた井水に 15

分間浸漬する方法で行い，実験Ⅰを 2019 年 4 月 4 日，実験Ⅱを 2019 年 5 月 20 日に実施した。ウイルス液の濃

度は実験Ⅰ及び実験Ⅱで各々106.05TCID50/mL 及び 105.8TCID50/mL とした。なお，これらの浸漬処理はそれぞれ同 
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一の発Ἳスチࣟール内で 3 魚種同に行ったか，浸漬液はࣟࣈーを用いて㏻Ẽした。また，塩水及びウイル

ス液浸漬୰の水 は，実験Ⅰでは各々12.2 ℃及び 13.0 ℃であり，実験Ⅱでは各々13.4 ℃及び 14.2 ℃であった。

浸漬後の供試魚は水 12.5 ℃の井水を約30 mL/sでけὶした࣏ࣜプࣟࣞࣆン製のコンࢼࢸ槽に魚種別に⛣し，

21 日間飼育ほᐹした。なお給餌は㐺ᐅ行ったか，死ஸ魚があった場合はその㒔度ྲྀり上ࡆಶ体別にウイルス

分離した。ウイルス分離には⭁⮚，⭈⮚及び⫢⮚を用い，EPC 細胞または RT*-2 細胞に接種後 CPE のᙧែから

IHN による死ஸかྰかをุ᩿した。 

 

⤖ᯝ及び⪃ᐹ 

初めに，実験Ⅰで使用した YFTV1607 株による攻撃実験での⣼✚死ஸᑿᩘはニジマスで᭱も多く 21 日間の飼

育ᮇ間୰に 25 ᑿの死ஸが☜ㄆされた。一方で，富士の介の死ஸは 1 ᑿのࡳであり，マスノスケに関しては死ஸ

がࡳられなかった。ニジマスの⣼✚死ஸ率は 83.3 %となり， 2 魚種よりも᭷ពに高かった（S � 0.01，FisKHr¶s 

H[acW WHsW，⾲ 1，ᅗ 1）。 

同ᵝに，実験Ⅱで使用した YFTV1603 株による攻撃実験においても⣼✚死ஸᑿᩘはニジマスが 15 ᑿと᭱も多

かった一方で，富士の介の死ஸは 2 ᑿのࡳであり，マスノスケに関しては死ஸがࡳられなかった。ニジマスの

⣼✚死ஸ率は 50.0 %となり，実験Ⅰと同ᵝに 2 魚種よりも᭷ពに高いとい࠺結果になった（S � 0.01，FisKHr¶s 

H[acW WHsW，⾲ 2，ᅗ 2）。 

死ஸ魚のእほⓗ特ᚩとして IHN 特᭷の症≧である眼⌫✺出ࡸ体Ⰽ㯮が☜ㄆされた。またこのよ࠺なእほ症

≧が現れたಶ体はその後 2 日⛬度で死ஸするഴྥにあったが，飼育ᮇ間の後༙になるどこのഴྥはⷧれ，እほ

症≧が出たままᩘ日間⏕Ꮡしたಶ体ࡸ飼育ᮇ間⤊日まで⏕Ꮡしたಶ体もあった。一方解๗所見としては⭠⟶の

㯤Ⰽがࡳられたಶ体が多かったものの，⬡⫫出血等の特ᚩⓗな症≧を࿊したಶ体はごくわࡎかだった。また実

験Ⅰに関しては，攻撃日から死ஸ日までの間㝸が▷い死ஸ魚どእほ及び内⮚に特᭷の症≧がࡳられないಶ体が

多かったことから，急性ⓗな死ஸであると⪃࠼られた。なおウイルス分離の結果，実験Ⅰ，Ⅱともに全死ஸ魚か

ら IHNV 特᭷の CPE が☜ㄆされたため全て IHN による死ஸとุ᩿した。 

現ᅾ，ニジマス養殖場における病害の୰で IHN による被害は᭱も大きいものの一つであるが 9-11)，本試験に供

した IHNV の 2 株について富士の介はニジマスよりも感受性がపいことが分かった。 

 

 

⾲ 1 実験Ⅰの試験結果（YFTV1607 ヤマメ⏤᮶株，攻撃濃度 106.05 TCID50/mL） 

ͤ体重の⾲グは平均±SD 

ͤS�0.01（FisKHr¶s H[acW WHsW）  

 

 

 

 

 

魚種 体重 �g) 供試ᑿᩘ ⣼✚死ஸᑿᩘ ⣼✚死ஸ率 �%)

ニジマス 2.7 ± 0.1 30 25   83.3

富士の介 2.7 ± 0.2 30 1 3.3

マスノスケ 2.7 ± 0.1 30 0 0
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ᅗ 1 実験Ⅰにおける攻撃後の⣼✚死ஸ率の᥎⛣ 

 

 

⾲ 2 実験Ⅱの試験結果（YFTV1603 ニジマス⏤᮶株，攻撃濃度 105.8 TCID50/mL） 

    ͤ体重の⾲グは平均±SD 

ͤS�0.01（FisKHr¶s H[acW WHsW）  

 

 

ᅗ 2 実験Ⅱにおける攻撃後の⣼✚死ஸ率の᥎⛣ 

 

魚種 体重 �g) 供試ᑿᩘ ⣼✚死ஸᑿᩘ ⣼✚死ஸ率 �%)

ニジマス 4.0 ± 0.2 30 15   50.0

富士の介 4.0 ± 0.2 30 2 6.7

マスノスケ 4.0 ± 0.2 30 0 0
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⥲ྜ⪃ᐹ 

富士の介においては後ますますの養殖⏕産のᣑ大がᮇᚅされる一方で，その抗病特性について知見を㞟め

ていくᚲせがある。特にサケ科魚類の養殖場において IHNによる被害は甚大であることから，前報 12)では富士

の介の IHNVに対する感受性についてニジマス及びマスノスケと比較した。その結果，IHNV攻撃後の⣼✚死ஸ

率はニジマスで᭷ពに高く 23.3 %となった一方で，富士の介及びマスノスケでは死ஸがࡳられなかったため，

富士の介はニジマスよりも IHNに対する抗病性に優れている可能性が示唆された。しかし，試験に供した IHNV

株は県内養殖場で飼育されていたニジマス⏤᮶の 1 株のࡳであったため，多ᵝ性があり株によって病ẘ性が異

なることで知られる IHNV に対する富士の介の感受性について知見を深めるにはさらなる試験を重ࡡるᚲせが

あった。そのため本試験では前ᅇと異なる県内養殖場⏤᮶の IHNV株 2株を供試することとし，ࡕ࠺ 1株はヤ

マメから分離された株を用いて攻撃試験を実施した。その結果，୧供試株について富士の介の死ஸ率はニジマ

スよりも᭷ពにపく，魚種ࡸ養殖場の⏤᮶をၥわࡎ IHNに対する抗病性に優れている可能性が示唆された。ま

た，マスノスケに死ஸがࡳられなかったことから，富士の介は IHNに対する抗病性についてマスノスケの性質

をᙉく⥅ᢎしたものと᥎ᐹされた。 

IHNVは 1950年௦から⡿ᅜの࣋ニࢨケ及びマスノスケでそのᏑᅾが知られるよ࠺になり，日本では 1970年に

ᾏ㐨の࣋ニࢨケ及びࣄメマスで初めて☜ㄆされ，その後全ᅜのニジマス及びᅾ᮶マスにᘏした 11,15)。県内に

おいても IHNは各地のマス類養殖場にᘏし，種苗の初ᮇῶ⪖の᭱たるせᅉとなっている。一方でࣄメマスの

IHN による被害についてはᑡなくとも㏆年は☜ㄆされていない。このことから，現ᅾまでに県内の IHNV 株が

養殖⏕産㔞の多いニジマスࡸ一㒊ᅾ᮶マスのࡳに対しᙉい病ẘ性を示すものに変異した可能性があり 15)，これ

らの株は対にࣄメマスࡸマスノスケといった養殖⏕産㔞のᑡない種苗に対しては病原性がపいのかもしれな

い。 

また，2017年から㛤ጞされた富士の介の現地実証試験をࡳても，富士の介の IHNによる死ஸ率はニジマスと

比較してⓗにపいとい࠺報告を受けており，本試験の結果を支ᣢするᙧとなっている。後富士の介の養殖

がᣑ大される୰で，各養殖場における IHNV 株の病ẘ性ࡸ⎔ቃ᮲௳により死ஸ率は変ືすると⪃࠼られるが
9-10,16)，現Ⅼでは富士の介に㝈定した大㔞死ஸが㉳こる可能性はపいであろ࠺。ただし，現地実証試験におい

ても IHNによる富士の介の死ஸはᑡᩘかつ死ஸ率はపいものの報告されているか，本試験においても多

ᑡの死ஸが☜ㄆされたため，後このよ࠺な IHNV 株が富士の介にᙉẘ性を示すものに変異する可能性も⪃࠼

られる。さらに，全ᅜでࡳれࡤマスノスケにᙉい病ẘ性を示す IHNV 株がᏑᅾする可能性があり，それらは富

士の介に対しても同ᵝの病ẘ性を示すᜍれがあるため，養殖場においてはእ㒊からの種苗ᑟධをᴟ力㑊けるな

ど，新たなᆺࡸ株の IHNVをᣢࡕ㎸まないことが重せになってくるだろ࠺。 

富士の介に対してはこれまでに，各々異なる養殖場⏤᮶のニジマス分離株 2株，ヤマメ分離株 1株のィ 3株

で IHNV の攻撃実験を実施してきた。そしてその全てにおいて富士の介の感受性はニジマスと比較して᭷ពに

పかった。このことから富士の介は IHNに対し優れた抗病性をᣢつと⪃࠼られ，養殖場において初ᮇῶ⪖がᑡ

なくィ⏬⏕産を行いࡸすい種苗であることが示唆された。さらに，初ᮇῶ⪖をᢚ࠼ることで飼ᩱࣟスࡸປ力の

๐ῶにも⧅がることから，経営㠃においても優れた魚種になることがᮇᚅされる。 

 

せ⣙ 

1. 富士の介の IHN に対する抗病性に関する知見をᚓる┠ⓗで，ニジマス及びマスノスケを比較対↷とし攻撃試

験を実施した。 

2. 供試ウイルス株はヤマメ⏤᮶株及びニジマス⏤᮶株とし，攻撃濃度は各々106.05 TCID50/mL及び 105.8 TCID50/mL 

とした。 
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3. ヤマメ⏤᮶株における⣼✚死ஸ率はニジマスが 83.3 %であったのに対し，富士の介は 3.3 %，マスノスケでは

死ஸがࡳられࡎ，ニジマスのࡳ死ஸ率が᭷ពに高かった。 

4. ニジマス⏤᮶株における⣼✚死ஸ率はニジマスが 50.0 %であったのに対し，富士の介は 6.7 %，マスノスケで

は死ஸがࡳられࡎ，ニジマスのࡳ死ஸ率が᭷ពに高かった。 

5. 攻撃試験の結果から富士の介は IHN に対する抗病性についてニジマスよりも優れている可能性が示された 

か，現地実証試験においても IHN による大㔞被害のはなく，本試験の結果を支ᣢしている。 

6. 富士の介は IHN に対する抗病性に優れている可能性が高いと⪃࠼られ，養殖する上でṌ␃まりがⰋくィ⏬⏕ 

産を行いࡸすい種苗になることがᮇᚅされる。 
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